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 この朝与えられた聖書の箇所は、旧約聖書の出エジプト記 13 章です。この書物は、創世記の次に登場する書物で

ありまして、旧約のモーセ 5 書と呼ばれる律法の書の 2 番目の書物です。欧米では、この書物は「第 2 モーセ」と

呼ばれています。ここには、イスラエルの民が飢饉のためにエジプトの地に避難して以来、430 年にわたってこの地

で過ごし、奴隷の民としてファラオに仕えていた状態から脱出して、約束の地であるカナンの地に帰還するまでの出

来事が書き記されています。イスラエルの民をエジプトから導き出した指導者は、モーセとその兄弟アロンでありま

した。しかし、そのモーセという人を客観的に眺めてみても、彼が決してパーフェクトな人物だったわけではありま

せん。彼はファラオの王女にナイル川で拾われ、宮廷で育てられるという神さまの特別な選びの中にあった人でし

た。しかし、やがて成人したある日、宮廷の外へ出ると、同胞のヘブライ人がエジプト人に過酷な労働を強いられ、

鞭打たれ、虐待されている現場を目にします。モーセは憤りのあまり、そのエジプト人を打ち殺してしまうのです。 

 そのことがファラオの耳に達しました。ファラオはモーセを殺そうとして、エジプト全土で彼を探し求めようとし

ます。モーセは、指名手配を受けたのです。そこで、モーセはエジプトから逃れ、シナイ半島の東側、半島の対岸に

あるミデアンの地にたどり着きました。そこで、ある祭司の家に住むようになり、その娘と結婚し、この地で 40 年

のあいだ羊飼いとして過ごすのです。ある人は、モーセの 120 年の生涯を 3 つの段階に分けてとらえます。すなわ

ち、ナイル川でファラオの王女に拾われ、王女の子として育ち、いわば宮廷エリートして育てられた最初の 40 年、

次いで殺人犯として指名手配を受け、そこから逃れるために羊飼いとなって荒れ野で過ごした 40 年、そして最後、

神からの召しを受けてエジプトに戻り、民の指導者となって出エジプトの事業を成し遂げた最後の 40 年です。私

は、二番目の 40 年間の羊飼いとしての生活こそが、モーセにとって一番大切な時期、彼の信仰を練り上げる期間だ

ったと考えています。イスラエルの民が 40 年の間さまよった荒野は、かつて彼が羊飼いとして羊の群れを養った地

域でもありました。モーセが主なる神から授かったとされる律法を受けた山は、シナイ山であると言われます。それ

は、モーセがかつて燃え尽きない柴の向こう側から聞こえてくる神の声を聞いたとされるホレブの山でした。（ホレ

ブ山とシナイ山とは同じ山と見られています）つまり、40 年間の羊飼いとしての経験が、そのままイスラエルの民

を導くうえで生かされたわけです。 

 本日の箇所は、そのイスラエルの民がエジプトのスコトという場所を出発して最初にキャンプを張った地にたどり

着くまでの経緯が書かれています。モーセは主なる神からファラオと交渉し、イスラエルの民を去らせてくださいと

頼みました。しかし、ファラオはこの申し出をけんもほろろに拒否します。かえってヘブライ人への仕事の量を増や

し、彼らに厳しく当たるよう命じるのです。そこで、モーセが主に向かって祈ると、主なる神はモーセに 1 本の杖を

お与えになりました。その杖によって奇跡がおこされ、エジプトの国に次々と災いが起こることになりました。すな

わち、ナイル川の水が真っ赤な血の色になったり、あぶやぶよやイナゴが襲ったり、腫物や疫病がはやり、エジプト

の人々のあいだに大変な被害が生じることになったのです。この災いの数は、全部で 9 個です。（血の災い、カエル

の災い、ぶよの災い、あぶの災い、疫病の災い、腫物の災い、いなごの災い、暗闇の災い、最後の災い）初めて私が

この出エジプト記を読んだとき、分からなかった言葉は「しかし、主がファラオの心を頑なにされたので、イスラエ

ルの人々を去らせなかった」という言葉でした。なぜ、為政者（国王やその国のトップ）が国土や国民が傷つき痛ん

でいるのに、その政策を改めないのか。出エジプト記は、それは主なる神さまがファラオの心を頑なにされたためだ

と書きます。この言い方は、新約聖書のローマの信徒への手紙第 9 章 18 節のパウロの手紙の中も出てきます。「こ

のように、神は御自分が憐れみたいと思う者を憐れみ、かたくなにしたいと思う者をかたくなにされるのです。」 

 人間の思いを超えた神の御心(みこころ)に委ねざるをえないということが、この世界にはあるのではないでしょう

か。この点で思い起こすのは、私が大学生の時の出来事です。1979 年の暮れ、当時のソ連がアフガニスタンに侵攻

しました。この軍事侵攻に対しては西側の多くの国が反対し、翌年のモスクワオリンピックをボイコットしました。

このソ連のアフガン侵攻は長期化し、最終的にソ連がこの国から撤退したのは 10 年後の 1989 年でした。では、こ

の結果どうなったか。ソ連は、人的にも経済的にも多大な損失を出して弱体化し、やがてゴルバチョフという大統領

が登場し、ペレストロイカ（政治的改革運動）が唱えられ、その結果ソ連邦は解体してなくなってしまったのです。

今回のロシアによるウクライナ侵攻を見ながら、私はどこかに既視感を覚えます。この両国の戦争に対して、私たち

ができることはほとんどありません。ただ祈ることだけです。しかし、もしもそこに神の力が働くならば、必ずや戦

争を根っこから解決することができる出来事を、神さまが起こして下さるのではないでしょうか。私は、それを神さ



まが起こされるようにと祈っています。出エジプト記も同じです。出エジプトの出来事が起きる前に、ファラオが頑

なにされたのは、ファラオの罪が明らかにされるためです。それまでの王国支配のありようが誤っていたこと、出エ

ジプトの出来事が神の意志によるものであることを、聖書は訴えようとしているのです。 

 そこで、本日の聖書の言葉に移ってゆきます。17 節です「さて、ファラオが民を去らせたとき、神は彼らをペリ

シテ街道には導かれなかった。」とあります。巻末の地図を見ていただくと分かるのですが、イスラエルの民が出発

したスコトという町からカナンに入るのに、一番の近道はペリシテの平野と呼ばれる海沿いの平地を通るルートでし

た。そこは、現在のガザ地区が含まれる地域です。この道ですと、カナンまで 250 キロ程度、東京から岡崎市（愛

知）くらいまでの距離で、大人の足なら 10 日余りで走破できます。しかし、主なる神は、彼らにこの道を通らせま

せんでした。それは、この道を通ればペリシテ人との戦争が不可避となるからです。400 年以上エジプトの地で奴隷

として生活してきたイスラエルは、戦うことを知りませんでした。戦争になれば、民の多くが傷つき倒れてしまい、

エジプトに戻らざるを得なくなります。そこで、主なる神は、もう一つの遠回りの道へと彼らを導かれます。葦の海

と呼ばれる紅海にそって南下し、荒野を横切りつつ、シナイ半島をぐるりと一周するコースです。このコースだと戦

争になる恐れはありません。しかし、距離は何倍にもなります。つまり、この荒野の旅路はイスラエルにとっては訓

練の時でありました。この時のイスラエルは、信仰的には生まれたばかりの赤ちゃんと同じでした。彼らは、荒れ野

での生活を通して、主なる神の真実と恵みを体験する必要がありました。その一つが、続く 14 章に書かれる紅海の

奇跡です。前途に紅海が立ちはだかる中、モーセが杖を上げると、紅海が二つに分かれ、渇いた地が見えました。イ

スラエルの民は、その乾いたところを渡ることができたのです。そこにエジプトの軍隊があとを追いかけてきまし

た。イスラエルの民が海を渡り切ったことを確かめ、モーセが次に手を海に向かって差しのべると、両側に壁のよう

に立っていた海の水は元に戻り、渇いた地に水が流れ込みました。こうして、エジプト軍は戦車もろとも海に飲み込

まれてしまったと聖書は書くのです。この奇跡だけではありません。イスラエルの民がこのあと荒野にはいり、食べ

る物にも窮しはじめた時、主はマナと呼ばれる天からのパンを降らせ、彼らの必要を満たしたのであります。私たち

キリスト者の信仰生活もこれと同じです。神さまは、私たちを訓練するために、あえて荒野へと導かれることをなさ

るのです。もしかしたら、楽な道を探すことができるのかもしれません。しかし、それでは、私たちが霊的に成長し

ないのです。私自身のことを振り返ってみてもそうです。これまでの人生において大変なとき、苦しかった時があり

ました。しかし、今にしてみれば、その苦しかった時が、実は充実していた時、神さまに守られていた時であったと

思うのです。たとえ遠回りでも、今の自分は神さまが導いてくださった道を歩んでいるのだと信じて、主が示される

約束の地カナンに向かって、歩もうではありませんか。 

 こうして、本日の説教題にある言葉が最後に登場します。21 節です。「主は彼らに先立って進み、昼は雲の柱をも

って導き、夜は火の柱をもって彼らを照らされたので、彼らは昼も夜も行進することができた。」この雲の柱、火の

柱とは私たちを導く主のご臨在を象徴するものです。「雲」や「火」の中に、神がおられるとイスラエルの人々は考

えたのです。しかし、この二つのものは気候条件の厳しい荒野の中を歩む民にとっては大きな恵みでありました。な

ぜならば、強い太陽が照り付ける砂漠では、日焼けをして肌を痛めることが通常でした。更に、昼と夜の寒暖の差に

よって旅の途中で体を壊すこともしばしばです。かつて西南学院神学部で学んだ時、旧約学の関谷先生から、自分が

実際に荒野を旅して、昼は岩陰で涼み、夜は寝袋で過ごすという生活をしたところ、昼間はひどく暑くて消耗し、逆

に夜は凍えるほど寒かったと言われました。そのように先生は 1 週間荒野で過ごされた後で、1 ヵ月病院に入院した

と語られました。その寒暖の差を雲は緩和してくれるのです。一方、夜になると闇で先が見えなくなり、危険な荒野

で迷ってしまう恐れがありますが、彼らは地図がなかったにもかかわらず、主なる神が火の中にいて、民を先導して

くださったゆえに、彼らは迷わずに荒野の中を進むことができたのです。そう考えると、このイスラエルの民の経験

は、現代を生きる私たちにも、そのまま当てはまると思うのです。神さまは、私たちを霊的に成長させ、信仰の訓練

をするために、楽な道ではなく、困難な道を歩む方向に、時として導かれます。しかし、たとえ、その困難な道を私

たちが歩もうとも、神さまは決して、その間、高みの見物をされるのではありません。そうではなく、私たちの先導

役として、私たちの歩みを導いてくださることを私は確信いたします。新しい年度が始まろうとしています。その歩

みはお一人お一人にとって決してたやすいものではないかもしれません。しかし、神さまは私たちを、決して耐えら

れないような所に放って置かれるおかたではありません。使徒パウロは第一コリント書で次のように述べます「あな

たがたを襲った試練で、人間として耐えられないようなものはなかったはずです。神は真実な方です。あなたがたを

耐えられないような試練に遭わせることはなさらず、試練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていて

くださいます。」（Ⅰコリント 10：13）この御言葉(みことば)を心に刻み、新しい年も主の支えと守りを信じて歩み

たいと思うのです。 

お祈りいたします。 


